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校訓石碑  昭 和 ５ ６年 ９月 

寄  贈   校医 白地 茂喜氏 
昭和５１年  新校舎落成 

 南 有 馬 中 学 校 校 章 

                 考案者 当時南有馬小学校教諭 田中 茂幸氏  

        南という字をピラミッド形に図案化し、雲仙岳を表した上に、中の字をあしらったもので、

            南の上部の十の字は原城を意味する。すなわち、雲仙岳のふもと原城の一角に南中が

            聳え立っていることをあらわしている。 
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校歌は、昭和２５年４月２３日の開校記念日に制定された。 

  作詞は、当時の石田茂義校長（初代昭和22年4月～昭和27年3月） 

  作曲は、当時の実成 勉先生（島高音楽教諭） 


